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          校歌の制定まで    昭和 36年３月 10日制定 

 昭和 35年 10月、創立当初からの念願であった校歌を作ろうという機運が高まり、学校、ＰＴＡが

一体となって、学区内の各家庭に呼びかけて歌詞の募集をしました。学校の教育目標（当時）【・心

身ともに健康な子ども・協力と友愛にみちた子ども・自主的に学習する子ども・規則正しく責任感強

く働く子ども・創意にとみ科学する子ども・情操ゆたかにのびのびした子ども】をおりこんで、武蔵

野の自然の美しさ、小金井の桜、その中でたゆみなく進む子らの姿をたくみにうたいあげた多数の作

品が応募されました。その中から校歌歌詞選定委員会で、入選、佳作各一編が選び出されましたが、

校歌として選定されるまでには至りませんでした。そこで、選定委員会では、これらの作品を参考に

し、委員が共作して一つの作品にまとめあげ、職員で修正し、さらに選定委員長であった水上不二先

生によって修正され、歌詞が決定しました。作曲は、当時、「雪のふる町」などで新進作曲家として

めきめき頭角をあらわしていた中田喜直先生にお願いし、昭和 36年 3月 10日にようやく校歌の誕生

をみ、制定されたのです。 

 

 

 

 

 


